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（１）平成 28 年台風第 7号の概要 

台風第 7号は 8月 16 日夜に伊豆諸島の東海上に進んだ後、暴風域を伴い、三陸沖を北 

上。17 日 17 時半頃に襟裳岬付近に上陸し、18 日 3 時にオホーツク海上で温帯低気圧に 

変わった。 

 北海道地方では、16 日に入り、太平洋高気圧の縁辺に沿って、暖かく湿った空気が流 

れ込み、北海道付近の停滞前線の活動が活発となったため、胆振地方、日高地方、十勝 

地方、釧路地方を中心に大雨となった。 

8 月 16 日 0 時～18 日 0 時までの総雨量は、胆振地方の白老町森野で 233.5mm、日高地 

方の浦河町中杵臼で 207.5mm を観測した。また、台風の進行方向の東側にあたる、釧路 

地方の釧路市幸町では最大風速が 31.8m/s、最大瞬間風速が 43.2m/s と観測史上 1位を 

更新した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年台風第 7号の経路 降水量合計（8月 16 日～17 日） 

18日 3時 984hPa 
北緯 47.7 度 

東経 144.6 度で 
温帯低気圧に変わる 

17日 17時半頃 
襟裳岬付近に上陸 

17日 09時 
中心気圧 980hPa 
最大風速 30m/s 

16日 09時 
中心気圧 980hPa 
最大風速 25m/s 

順位
市町村等を

まとめた地域

降水量合計

(mm)

1 森野 ﾓﾘﾉ 胆振中部 233.5

2 中杵臼 ﾅｶｷﾈｳｽ 日高東部 207.5

3 ぬかびら源泉郷 ﾇｶﾋﾞﾗｹﾞﾝｾﾝｷｮｳ 十勝北部 197.0

4 登別 ﾉﾎﾞﾘﾍﾞﾂ 胆振中部 193.5

5 阿寒湖畔 ｱｶﾝｺﾊﾝ 釧路中部 191.0

6 白老 ｼﾗｵｲ 胆振中部 185.0

7 幌満 ﾎﾛﾏﾝ 日高東部 185.0

8 カルルス ｶﾙﾙｽ 胆振中部 179.0

9 白金 ｼﾛｶﾞﾈ 上川中部 159.0

10 三股 ﾐﾂﾏﾀ 十勝北部 157.5

地点名

降水量合計（8月 16 日から 17 日） 
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8 月 16 日 

高解像度降水ナウキャスト画像 実況天気図 

8 月 17 日 
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（２）平成 28 年台風第 11 号・第 9号の概要 

  台風第 11 号は、8月 20 日 9 時に日本の東で発生し北西に進み、21 日朝には東北地方 

の太平洋側に接近し、その後進路を北に変え、21 日 23 時過ぎに釧路市付近に上陸し、 

オホーツク海で温帯低気圧に変わった。 

一方、8月 19 日 15 時にマリアナ諸島で発生した台風第 9号は、発達しながら日本の 

南を北上し、22 日 12 時半頃に千葉県館山市付近に上陸した。 

その後、速度を速めて北上を続け、23日 6時前に日高中部の新ひだか町付近に再上陸、 

オホーツク海で温帯低気圧に変わった。 

北海道地方は 8月 20 日～23 日にかけ、停滞前線や相次ぐ台風の上陸により、広い範 

囲で記録的な大雨となり、8月20日～23日までの総雨量は根室地方の糸櫛別で296.0mm、 

羅臼や日高地方の日高門別で 291.5mm などを観測した。 

8 月 17 日に襟裳岬付近に上陸した台風第 7号を含めると、1週間に 3個の台風が北海 

道に上陸した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

22日 03時 
1002hPa 
北緯 45.0 度 

東経 145.0 度で 
温帯低気圧に変わる 

21日 23時過ぎ 
釧路市付近に上陸 

21日 09時 
中心気圧 996hPa 
最大風速 18m/s 

23日 6時前 
日高地方中部に 

再上陸 

23日 09時 
中心気圧 992hPa 
最大風速 25m/s 

23日 12時 
992hPa 

北緯 45.1 度 
東経 145.3 度で 

温帯低気圧に変わる 

22日 12時半頃 
千葉県館山市付近に上陸 

22 日 09時 
中心気圧 975hPa 
最大風速 35m/s 

21日 09時 
中心気圧 985hPa 
最大風速 25m/s 

平成 28 年台風第 11 号の経路 平成 28 年台風第 9号の経路 

実況天気図 

22 日 09 時 21 日 09 時 23 日 09 時 
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（３）平成 28 年台風第 10 号の概要 

8 月 29 日 9 時に八丈島の南南東約 350km にあった台風第 10 号は、30 日 9 時には、強 

い勢力を保ったまま銚子沖を北北西へ進み、30 日 12 時には風速 15m/s 以上の領域を広 

げて大型となり東北地方に接近、17 時半頃に岩手県大船渡市付近に上陸し、21 時には函 

館市南西の日本海に抜け、31 日 0 時に温帯低気圧に変わった。 

北海道地方は暖かく湿った空気が流れ込み、29 日から太平洋側東部を中心に雨が続 

き、31 日までの総雨量は、十勝地方では 300mm を超える大雨となった。 

 8 月 17 日に第 7号、21 日に第 11 号、23 日に第 9号が北海道に相次いで上陸し、記録 

的な大雨をもたらし、それからおよそ一週間後の台風第 10 号の接近となった。 

なお、東北地方の太平洋側への台風の上陸は 1951 年の統計開始以来、初めてであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年台風第 10 号の経路 

31日 0時 976hPa 

北緯 42.0 度 東経 138.0 度で
温帯低気圧に変わる 

30日 17時半頃 
岩手県大船渡市付近に上陸 

 
※東北地方太平洋側への上陸
は統計開始以来、初めて 

30日 09時 
中心気圧 965hPa 
最大風速 35m/s 

降水量合計（8月 20 日から 23 日） 

順位
市町村等を

まとめた地域

降水量合計

(mm)

1 糸櫛別 ｲﾄｸｼﾍﾞﾂ 根室北部 296.0

2 羅臼 ﾗｳｽ 根室北部 291.5

3 日高門別 ﾋﾀﾞｶﾓﾝﾍﾞﾂ 日高西部 291.5

4 ぬかびら源泉郷 ﾇｶﾋﾞﾗｹﾞﾝｾﾝｷｮｳ 十勝北部 286.5

5 白金 ｼﾛｶﾞﾈ 上川中部 282.5

6 根室中標津 ﾈﾑﾛﾅｶｼﾍﾞﾂ 根室北部 260.0

7 標津 ｼﾍﾞﾂ 根室北部 254.0

8 三股 ﾐﾂﾏﾀ 十勝北部 251.5

9 新和 ｼﾝﾜ 日高中部 247.0

10 穂別 ﾎﾍﾞﾂ 胆振東部 244.0

地点名
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（４）9月 6日から 9日にかけての前線及び低気圧による大雨の概要 

前線を伴った低気圧の影響により、9月 6日から 7日にかけて、宗谷地方を中心に雨   

となり、24 時間降水量が稚内市開運、利尻空港、利尻町沓形などで観測史上 1位を更新 

し、9月 6日は利尻島で 50 年に一度の大雨となった。 

一方、別の低気圧が前線を伴いながら 9日夜に根室海峡付近を通過し、10 日朝にはオ 

ホーツク海に達した。 

北海道では、暖かく湿った空気が流れ込んだため、渡島半島の一部と、太平洋側東部 

及びオホーツク海側で大雨となった。また、9月 8日からは、低気圧の影響により、太 

平洋側東部を中心に大雨となり、24 時間降水量が羅臼町で観測史上 1位を更新した。 

 

 

  ※上川南部 幾寅：期間内にデータ欠測を含む 

順位
市町村等を

まとめた地域

降水量合計

(mm)

1 ぬかびら源泉郷 ﾇｶﾋﾞﾗｹﾞﾝｾﾝｷｮｳ 十勝北部 332

2 上札内 ｶﾐｻﾂﾅｲ 十勝南部 278

3 新得 ｼﾝﾄｸ 十勝北部 234

4 三股 ﾐﾂﾏﾀ 十勝北部 226.5

5 阿寒湖畔 ｱｶﾝｺﾊﾝ 釧路中部 219

6 宇登呂 ｳﾄﾛ 網走東部 212.5

7 大滝 ｵｵﾀｷ 胆振西部 208

8 幾寅 ｲｸﾄﾗ 上川南部 * 183.5]

9 糠内 ﾇｶﾅｲ 十勝中部 168.5

10 留真 ﾙｼﾝ 十勝中部 152.5

地点名

降水量合計（8月 29 日から 31 日） 

29 日 21 時 30 日 21 時 31 日 21 時 

実況天気図 


